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1. 機 関 番 号

3. 研究種目名

2. 研究機関名
奈良先端科学技術大学院大学

4.

5. 課 題 番 号

6. 研究課題名 外環境浸透圧刺激から微小管脱重合応答に至る植物新規リン酸化シグナル経路の解明

7. 研究代表者

７ ０ ３ ７ ９ ５ ３ ５

研　究　者　番　号 研 究 代 表 者 名
カトウ　タケヒデ

加藤　壮英
助教

所　属　部　局　名 職　　名

8. 研究分担者

研　究　者　番　号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職　　名

9. 研究実績の概要

前年度までにPHS1がαチューブリンのリン酸化を行うこと、そしてその部位がThr349である事を明らかにした。このリン酸化部位は、
微小管重合の際のαβチューブリンダイマー間のコンタクトサイトに当たり、重合を阻害する効果を持つ。また、PHS1を介したチュー
ブリンリン酸化は高浸透圧により誘導する。
今年度はPHS1が高浸透圧によって活性化される仕組みに特に注目した。これまでの結果によりキナーゼドメイン以外の部位がPHS1の活
性を抑制すること、高浸透圧処理でPHS1自身もリン酸化することから、リン酸化によるPHS1の活性調節が予想された。PHS1にGFPを融
合したPHS1-GFPを導入した植物に、高浸透圧処理後GFPで抽出してきたPHS1-GFPの質量分析を行い、リン酸化される残基を複数同定し
た（理研・中神博士との共同研究）。これら19箇所の候補セリン残基をアスパラギン酸に置換し、一過的発現系を用いて、植物細胞に
導入し微小管脱重合アッセイを行ったが、活性化には影響はなかった。

    （１／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（3）やや遅れている。

申請の計画どおりに、高浸透圧によってPHS1のリン酸化される部位は同定できた。変異を導入し微小管脱重合アッセイをおこなったも
のの、それらがPHS1の活性調節にどのような意味を持つのかまでは現在あきらかにできてはいない。また、本年度は長期の出張もかさ
なり、phs1変異体の詳細な表現型解析についてはほとんど進行できなかった。しかし、解析に必要な植物の作出については進行させる
事はできた。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8) シグナル伝達植物高浸透圧細胞骨格

シロイヌナズナ 微小管 チューブリン リン酸化

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策　等

高浸透圧刺激によって迅速に細胞内カルシウムが上昇し、この上昇に関わるカルシウムチャネルが報告された。PHS1を介したチューブ
リン酸化も高浸透圧処理により比較的早くに起こる。この変異体とPHS1との遺伝学的関係や、チューブリンリン酸化に関与しているか
を調べる。また、細胞内カルシウムの濃度をモニターできる蛍光タンパク質を用いて、高浸透圧、カルシウム、微小管の脱重合の相関
性について調べる。今年度に明らかにされたリン酸化部位に対して、今度はPHS1の不活性化に関与していないかを調べる。

（理由）
前年度、奈良先端科学技術大学院大学の研究大学強化促進事業により実施する若手研究者海外武者修行制を利用し、アメリカのカリフ
ルニア大学デービス校にほぼ一年間ビジター研究者として出張した。BoLiu教授の研究室に所属し、植物微小管に関与する新規因子の
解析、および、今後、私の研究において必須になると考えられるゲノム編集技術についての研究をおこなった。この出張は一昨年の後
半に決定したものであり申請時にはわかってなかった。私が出張の間は、本研究に関わる大学院生によって本申請に関係する研究が進
められたが、人員配分的に十分に遂行する事はできなかったために、多くの予算を次年度に繰り越す事になった。

（使用計画）
前年度に充分に遂行できなかったPHS1の表現型の特長づけを本年度に行う。

（今後の推進方策）

（次年度使用額が生じた理由と使用計画）

    （２／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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13.研究発表（平成２６年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計( １ )件　　うち査読付論文　計( １ )件

2 0 1 5

〔学会発表〕　計（ １ ）件　　うち招待講演　計（ ０ )件

〔図書〕　計（ ０ )件

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（ ０ )件

発明者 国内・外国の別出願年月日産業財産権の名称 産業財産権の種類、番号権利者

総ページ数書　　名 発行年

出　版　社著　者　名

発表年月日

2014年10月18日

学　会　等　名

Japanese San Francisco Bay Area Seminar Annual Meeting 2014

発　　表　　標　　題
Regulation of microtubule stability by tubulin phosphorylation is related to osmotic stress response in
Arabidopsis.

発　表　者　名
Takehide Kato

発　表　場　所

Genentech Hall, UCSF Mission Bay Campus, San Francisco, USA

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

10.1038/nplants.2015.31

最初と最後の頁

15031

査読の有無

有

論　　文　　標　　題
Regulation of organ straightening and plant posture by an actin-myosin XI cytoskeleton

著　者　名
Okamoto, K., Ueda, H., Shimada, T., Tamura, K., Kato, T., Tasaka, M.,
Morita, M.T., and Hara-Nishimura, I.

巻

1

発行年雑　　誌　　名

Nat. Plants

（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （3／4）
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〔取得〕　計（ ０ )件

15.備考

出願年月日

権利者産業財産権の名称 国内・外国の別産業財産権の種類、番号発明者 取得年月日

（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （4／4）


